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合
診
療
の
解
禁
論
は
出
て
は
叩
か
れ
、

引
っ
込
ん
で
は
出
て
、モ
グ
ラ
叩
き
の

様
相
だ
。今
回
も
ま
た
政
府
の
規
制
改
革
会
議

は
6
月
め
ど
に「
選
択
療
養
制
度
」（
仮
称
）を
提

案
す
る
、と
い
う
。

　

第
3
の
選
択
肢
の
創
設

　

こ
の
提
案
は
、ま
ず「
論
点
整
理
」の
形
で
示

さ
れ
た（
3
月
27
日
）。

　
「
困
難
な
病
気
と
闘
う
患
者
が
、こ
れ
を
克
服

し
よ
う
と
し
て
強
く
希
望
す
る
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
」と
強
調
し
、現
在
の
保
険
外
併
用

療
養
費
制
度
の
な
か
に「
選
択
療
養
」を
設
け
る
、

と
い
う
。

　

先
進
医
療
の
な
か
で
保
険
収
載
候
補
の「
評

価
療
養
」、差
額
ベ
ッ
ド
代
に
代
表
さ
れ
る
快
適

性
な
ど
を
求
め
る「
選
定
療
養
」に
加
え“
第
3

の
選
択
肢
”と
位
置
づ
け
る
。

　

具
体
的
に
は「
個
々
の
患
者
の
個
別
ニ
ー
ズ
に

そ
の
つ
ど
即
応
す
る
。あ
ら
か
じ
め
個
別
に
リ
ス

ト
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、必
ず
し
も
評

価
療
養
の
よ
う
に
保
険
導
入
の
た
め
の
評
価
を

行
う
も
の
で
は
な
い
が
、広
く
使
用
さ
れ
る
実
績

に
応
じ
て
保
険
収
載
さ
れ
得
る
」（
図
参
照
）。

個
々
の
患
者
が
未
承
認
の
薬
や
施
術
を
自
由
に

選
び
、そ
れ
は
全
額
自
己
負
担
だ
が
、入
院
な
ど

は
保
険
給
付
の
対
象
に
な
る
。

　
「
一
定
の
手
続
・
ル
ー
ル
」も
示
さ
れ
た
。①
必

要
な
情
報
が
医
師
か
ら
患
者
へ
十
分
に
提
供
さ

れ
、書
面
で
確
認
で
き
る
②
医
師
の
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
が
防
止
さ
れ
る
―
―
と
あ
る
。

　

未
承
認
の
医
療
行
為
の
有
効
性
と
安
全
性
を

個
々
の
臨
床
医
に
ま
か
せ
ら
れ
の
か
。

　
「
論
点
整
理
」で
は
、患
者
が
保
険
外
診
療
を
希

望
し
た
際
、医
師
は「
診
療
計
画
書
」を
策
定
、患

者
に
必
要
性
及
び
リ
ス
ク
を
十
分
に
説
明
し
、患

者
は
書
面
で
保
険
診
療
と
の
併
用
を
承
諾
す
る
。

こ
の
契
約
書
を「
保
険
者
に
届
け
出
る
こ
と
で
保

険
給
付
が
行
わ
れ
る
」あ
る
い
は「
患
者
か
ら
保

険
者
に
保
険
給
付
の
切
替
え
を
申
請
」と
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
も「
選
択
療
養
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
は
極
め
て
短
期
間
に
判
断
で
き
る
仕
組
み
が

重
要
で
は
な
い
か
」と
い
う
。

　

ど
う
も
皆
保
険
の
原
則
や
制
度
運
営
に
対
す

る
基
本
的
な
認
識
に
欠
け
て
い
な
い
か
。

　

三
団
体
こ
ぞ
っ
て

　

反
対
声
明

　

健
保
連
・
国
保
中
央
会
・
全
国
健
康
保
険
協
会

混

「選択療養制度」という
解禁論を問う

混合診療の禁止
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保険外併用療養費制度

評価療養（7種類）

選定療養（10種類）

選択療養

○不特定の患者への一般的な適用
○保険収載を予定
○個別の診療をリスト化
　（先進医療A／ B）
○先進医療の実施承認まで
　おおむね 3～6ヵ月

○患者ごとに個別に適用
○実績に応じて保険収載され得る
○先進医療のようにリスト変化しない
○極めて短時間で判断

①患者の選択に必要な
　情報が医師から十分に
提供され、書面で確認
できる

②医師のモラルハザード
が防止される

　を前提に一定の手続・
ルールを検討する

＋

は「
3
団
体
の
見
解
」を
公
表
し
た（
要
旨
）。

①
患
者
と
医
師
が
合
意
す
れ
ば
原
則
混
合

診
療
を
可
能
に
し
て
い
る
が
、実
質
的

に
有
効
性
・
安
全
性
の
確
認
が
不
十
分

な
医
療
行
為
を
広
く
患
者
に
提
供
す
る

こ
と
に
な
る
。

②
当
事
者
間
の
合
意
だ
け
で
成
立
し
た
診

療
費
を
医
療
保
険
が
負
担
す
る
仕
組
み

は
制
度
の
原
則
や
財
政
運
営
を
行
う
保

険
者
の
責
任
の
範
囲
を
超
え
る
。

③
診
療
契
約
書
を
保
険
者
に
届
け
出
て「
選

択
療
養
」に
該
当
か
ど
う
か
短
期
間
で

判
断
す
る
と
し
て
い
る
が
、各
保
険
者

が
個
別
の
保
険
外
診
療
の
有
効
性
・
安

全
性
を
判
断
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能

で
あ
る
。

　

簡
潔
・
的
確
な
全
面
否
定
で
あ
る
。確
か
に“
奇

策
”と
評
す
る
ほ
か
な
い
提
案
だ
。

　
「
現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
保
険
外
診
療
が
行

わ
れ
、混
合
診
療
の
原
則
禁
止
が
安
全
確
保
策

と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
」と
強
調
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
危
険
な
保
険
外
診
療
を
広
め
る
自
己

矛
盾
に
陥
る
。

　
「
本
来
は
医
師
の
判
断
に
よ
る
べ
き
診
療
が

保
険
給
付
の
有
無
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ
て
い
る
」

と
も
主
張
す
る
。保
険
会
社
の
強
力
な
裁
量
に

左
右
さ
れ
る
米
国
の
医
療
と
混
同
し
て
い
な
い

か
。事
実
は
逆
で
、元
来
は
患
者
と
医
師
の
個
別

対
応
を
、わ
が
国
で
は
公
的
保
険
に
よ
っ
て
社

会
化
し
、受
診
機
会
と
診
療
範
囲
を
飛
躍
的
に

広
げ
た
の
だ
。

　

余
り
に
も
多
い
疑
問
や

　

矛
盾

　
「
選
択
療
養
」の
提
案
は
、論
点
整
理
段
階
で

詳
細
な
設
計
を
待
つ
必
要
は
あ
る
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
険
審
議
会
」

委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

　

だ
が
、皆
保
険
体
制
の
枠
組
み
、保
険
者
の
機

能
、保
険
診
療
の
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
た
提
言

で
な
け
れ
ば
机
上
の
空
論
に
陥
る
。

　

ど
ん
な
医
療
機
関
で
も
選
択
療
養
を
実
施
可

能
と
読
め
る
が
、少
な
く
と
も「
評
価
療
養
」と

同
様
に
一
定
水
準
以
上
の
医
療
機
関
を
指
定
す

る
の
が
常
識
だ
。

　

選
択
療
養
は「
広
く
使
用
さ
れ
る
実
績
に
応

じ
保
険
収
載
さ
れ
得
る
」な
ら
、医
学
的
な
裏
付

け
の
な
い
民
間
療
法
ま
で
含
ま
れ
、医
療
費
の

膨
張
に
拍
車
を
か
け
る
。

　

選
択
療
養
の
施
術
、薬
品
と
そ
の
実
施
・
投
与

前
後
の
検
査
や
副
作
用
防
止
策
な
ど
は
ど
こ
で

線
引
き
し
て
保
険
外
・
保
険
内
に
分
け
る
の
か
。

　
「
困
難
な
病
気
と
闘
う
患
者
の
た
め
」と
唱
え

る
が
、保
険
外
負
担
の
重
さ
で「
最
先
端
の
医
療

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」と
早
々

に
表
明
し
た
難
病
団
体
の
懸
念
に
ど
う
応
え
る

の
か
。

　

こ
の“
素
案
”の
ま
ま
で
は
規
制
改
革
会
議
自

体
の
見
識
が
問
わ
れ
る
。（
追
記
・
改
良
策
と
い

え
る
論
点
整
理
②
が
4
月
16
日
示
さ
れ
た
）

「選択療養（仮称）」の新設


